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0、 は じめに
2004年 秋学期の漢字指導教育実践 として、8Aク ラスに対 し、授業を2回 担当させてい
ただいた。受講者の中、漢字圏の学習者は19人(韓 国12人 、中国3人 、台湾2人 、 口木
&ア メ リカ2人)、 非漢字圏の学習者は5人(ド イツ3人 、日本&ア メリカ1人 、オース ト
ラリア1人)① 、合計24人 である。学習者 のレベルは一L級で、しか も漢字圏の学習者が多
いことを配慮 し、授業内容を漢字指導ではち ょっと難 しいr数 字の出てくる四字熟語」と、
見落 とされやすい 「漢字の部首」にした。授業の趣 旨としては、できるだけ学習者の興味
が引けるようなおも しろい内容を取 り扱い、難 しそ うな内容を楽 しく習得 させることであ
る。「好きこそ物の上手なれ」という諺からの発想だったのである。
ここでは、実践 を通 じて実感 した授業をする大切なところや、実践後の反省会でみんな








された。その時、一番期待 してたのは、 日本人の先生の授業だった。 なぜかとい うと、堅
苦 しい文法をそのまま導入 して練習させる中国人の先生の教え方より、 日本人の先生のほ
うは、授業の形式がず っとバラエテ ィーに富んでいたからである。このことか ら、授業内
容のおもしろさは一番大切な要素だと意識 してきた。
r好 きこそ物の上手 なれ」 といわれているように、勉強は興味か ら始まるのである。難
しい知識点で も、教える形式 にちょっと工夫 したら、お もしろさの溢れた楽 しい授業がで
きるはずである。
また、知識点の実用性を意識させるのも、学習者の興味を引き起 こす ことができる。身
の回 りの生活を場面を設定 して、知識を活用 させる練習 もよいだろう。
1、3ワ ークシー トを読みやすく
ワークシー トはたくさんの知識のポイントが書かれているため、できるだけ読みやすいよ





実践の後、授業をす る時の、い くつかの物足りない ところが感 じた。
①時間の把握





中国と同 じ漢字ではあるが、書 き順が違う.な かなか 日本語の正 しい書 き順になれない。
④指名
授業中、学習者からの反応を待つぽっかりでな く、答 えさせたい質問に手 を挙げる人が
いなかった場合、指名をして、授業の流れを進めること。
⑤質問に対 して





ち ょっ と難 しか った 覚えてない 欠席
r数字の出てくる
四字熟語」
】6人 2人 1人 5人
r漢字の部 首」 14人 2人 1人 7人
4、 まとめ






また、国籍はアメリカ&日 本である学習者は3人 いるが、中の2人 は大学前まで日本に在住 し
ていたため、漢字圏に入れたのである。
(ヨウ エン ・修士課租1年)
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